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２０２０年７月の統計（７月２５日） 

在籍10名 出席者９名 

出席率  90％ 

 

 

２０２０年 ８月 例会予告 
日時：8 月 22日（土）16：00～18：00 

会場：川越ＹＭＣＡ 

・8 月例会は対面での会議を基本とします。 

・川越ＹＭＣＡの現状報告と支援について 

 

 

 

 

７月例会報告 

利根川 太郎 

 

1. 開会点鐘 

2. ワイズソング「いざ立て」斉唱 

3. ワイズの信条 

4. 東日本区理事挨拶 板村哲也さん 

5. 北九州クラブ Zoom 参加者自己紹介 

会長：絹川昌子さん、曽我部久さん、 

内藤益男さん 

6. 卓話「紅アカ金時」について 

川越クラブチャリティ協力農家：高橋直子さん 

7. 議事・報告 

(1) 関東東部第１回評議会報告 

(2) 川越クラブ事業計画 

・今後の例会プログラムについて 

 「時の鐘」は川越クラブのバナーモチーフな 

ので、川越散策をしながら「時の鐘」の講話

を聴く会を開催する。講話者は山崎さんの義

弟で神山節夫さん。 

10月 24日（土）14：00～ 

・セーラムクラブとの Zoom ミーティングを提 

案する。吉野会長から打診する。 

・アースディの参加について 

・アースディ実行委員会報告 

  今年度のアースディは、オンラインでの開 

催としホームページで動画配信を行う。 

  当日は、配信でのライブプログラムも計画 

クラブ会長主題:   「埼玉 YMCA を支援しよう！」 

国際会長主題: “ VALUES, EXTENSION and LEADERSHIP” 

「価値観、エクステンション、リーダーシップ」 

アジア太平洋地域会長主題: “ Make A Difference ”  

「変化をもたらそう」  

東日本区理事主題: “Let’s enjoy Changes.”  

 「変化をたのしもう！」 

関東東部部長主題 「学びと親睦を糧に外へ向かおう！」 

7 月の聖書 

 

あなたがたを襲った試練で、人間として耐えられないよ

うなものはなかったはずです。神は真実な方です。あな

たがたを耐えられないような試練に遭わせることはな

さらず、試練と共に、それに耐えられるよう、逃れの道

をも備えていてくださいます。（コリントの信徒への手

紙一、10 章 13 節） 

 

No temptation has seized you except what is common 

to man.  Ans God is faithful; he will not let you be 

tempted what you can bear. But when you are 

tempted, he will also provide a way out so that you 

can stand up under it. (Corinthians 1, 10:13) 

 

THE SERVICE TO THE YMCA              AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION 

 

 

    

The Y’s Men’s Club of Kawagoe 

〒350－0046 川越市菅原町 7－16 

    希望の鐘 The Bell of Hope 



 

している。 

  次回実行委員会までに団体の紹介（写真 1 

～2枚と紹介文、ホームページに掲載予定の 

具体的なコンテンツ内容を準備する。 

・川越クラブは参加する。 

コンテンツはＹＭＣＡ国際協会の紹介動 

画日本語バージョンと川越クラブの活動 

紹介 PPT とする。 

・川越ＹＭＣＡにも参加してほしい。 

(3) 川越クラブ決算・予算案 

・決算報告と予算案（別紙）承認 

・イモファンド会計報告（別紙）承認 

・ＹＭＣＡ支援として 150,000 円を計上した。 

・DBC 関係費を 20,000 円計上した。Zoom機材 

等に使える。 

(4) ８月９月 10月の例会について 

・別紙「2020－2021東日本区行事予定」 

(5) 会員の近況報告 

(6) その他 

・フィリピンキャンプ報告会 

 Zoom 報告会 8 月 15 日（土）または 29（土） 

8. コロナ感染拡大による埼玉ＹＭＣＡの影響と

ポジティブネット募金 

埼玉ＹＭＣＡ総主事：小谷全人さん 

9. ＹＭＣＡ報告 

10. 閉会点鐘 

 

 

さつまいも栽培あれこれ 高橋直子氏に訊く 

山崎 純子 

 

 故工藤徹ワイズが始められた紅あか金時ファン

ドも 20年近くを経ました。工藤さんが 2007 年に亡

くなられ、その後 2008年より、私が引き継いできま

した。しかし、今では当時と異なり芋の種類も多様

化し、人々の好みも変わってきました。今後のファ

ンド作りに際し再考を要すると考え栽培農家の高

橋直子氏を招き芋栽培と出荷の現在を語っていた

だきました。以下はその内容です。 

 

１ 栽培している芋の種類と収穫時期 

「紅あか金時」 

 昔からさつまいもと言えば紅あか金時であった。

これは食物繊維が多く調理に最適である。甘みは抑

えられているが独特のホクホク感があり特に天ぷ

らは絶品である。他の追従を許さないくらいである。  

しかし筋が多く日持ちも悪く管理に難しい。一般

的ではなくなり愛好家によって支えられている。 

収穫時期も遅く 11 月下旬より掘り始め、お正月

用として用いられてきた。従来は 1月より出荷が行

われてきた。連作ができる唯一の種類でもある。 

「紅あずま」 

近年では一番出荷が多く一般受けする。収穫時期

も早く 9 月下旬には出荷できる。 

ほどよい甘さと使い勝手のよさからマーケット

でよく見かける。 

「紅はるか」 

紅あずまに次いで収穫でき長期間用いることが

できる。甘みは最高で干し芋によく使われる。冷凍

するとそのままスイーツのように食べられので、一

般的に好まれる。 

「あいこまち」 

新しい品種である。特徴は紅あかと似ている。適

度の甘さとホクホク感があるが芋蔓が細く扱い難

いので量産はしていない。 

「シルク」 

高橋宅では栽培していない。 

 

２ 出荷の種類 

5kg 10kg の箱詰めが大半であるが近年高齢化と

少子化により 3kg 箱も出荷している。しかし配送料

は５kg と同じなので採算の悪さを了解の上注文を

受ける。 

また、一種類の芋による箱詰めが従来の形だった

が二種類の芋を半分ずつ詰めるのも注文により対

応している。その際種類は二種類に止め、多種類は

避けている。 

川越クラブの「紅あか」は LL サイズと S サイズ

で箱詰めしていて、一般の販売よりかなり割安でお

届けしている。 

 

 説明を訊き、これからの方針を考える糸口になり

ました。今年度は新型コロナによる 騒がしさもあ

り従来通り紅あかのみの注文を受けますが、来年度

からは新しい方法でファンド作りを進めていくこ

とでワイズ一同理解を深めました。 

 高橋直子氏の話は私たちの大きな希望につなが

りワイズの会に時間をいただいたことに深く感謝

しました。 

 

 

Covid-19 感染拡大による埼玉ＹＭＣＡの影響 

 書記 利根川 太郎 

 

 埼玉ＹＭＣＡ総主事の小谷全人さんに報告をいた

だきましたので、概要を報告します。 

  

・3 月 2日～3 月 15日は 80％の事業停止 

・3 月下旬～4 月上旬に予定していた春期プログラム

（スキーキャンプや水泳・英会話等の短期講習）はす

べて中止 

・4 月 8日～5 月 31日は 80％の事業停止 

・6 月 1 日から段階的に事業を再開。7 月 1 日からフ

ル稼働 

 この間事業について実施できたのは、所沢センター

の小規模保育室こぐま（0～2歳児託児）とキッズクラ

ブ（学童保育）、浦和センターと川越センターの放課後

等デイサービス、所沢市立こばと児童館の生活クラブ



 

（学童保育）と子育て相談でした。 

 さらに Covid-19 感染症拡大により退会者が増加し

ました。また、3 月～5月末の例年新規入会者の多い時

期に入会獲得ができませんでした。このため通年クラ

スの減収が見込まれます。7 月から 8 月に予定してい

た夏季特別プログラムも縮小して実施の見込みでこ

ちらも減収の見込みです。 

 今後、会員やプログラム登録者の増強を継続すると

ともに、関連団体や企業との協同よる資金獲得やポジ

ティブネット募金の拡充に努めて参ります。 

 

 

関東東部第１回評議会報告 

副会長 松川 厚子 

 

関東東部第 1 回評議会が 7 月 18 日（土）14：30 か

ら船橋商工会議所会館で開催されました。 

この日は、評議会に先立ち 13：00 から千葉ウエスト

ワイズメンズクラブの設立総会が開催されました。川

越クラブからは、私と吉田公代さん、利根川ご夫妻が

参加いたしました。 

第 1 回評議会の概要を報告します。開会点鐘に続い

て出席者紹介のあと、東日本区大会が中止になったこ

とから、評議会で部長引継ぎ式が行われました。 

その後、新部長の活動方針と各事業主査の活動方針

説明がありました。各クラブ会長活動方針は、副会長

の私が川越クラブの活動方針説明をいたしました。 

議事につきましては、2019-2020 年度の決算・監査

報告と 2020－2021 年度予算案が承認されました。そ

のほかに、部長から 2つの提案があり承認されました。

詳細は以下の通りです。 

(1)ウエルカムキャンペーン 承認 

・2020 年～2022 年の 3 年間に開催される部大会に参

加する新入会員に対して、参加費全額（最高 6,000

円／人）を補助する。 

・3 年間のみの時限立法とし、引当金は部会計繰越金

とする。 

(2)ゴーゴーキャンペーン 承認 

・今年度において他クラブ（DBC、合同例会等、ワイズ

以外の奉仕クラブなど）の例会や CS 活動行事等に

参加した会員の参加率により表彰を行う。 

・自クラブからの参加総数÷自クラブの会員数（7／1

時点）×100で算出 

・上位 3クラブ（1 位 30,000 円、2位 20,000円、3 位

10,000円を表彰 

  

 多くの会合が Zoom によるネットミーティングにな

っていますが、今回の評議会は新クラブの設立総会も

あって、久しぶりに関東東部の皆さんと実際にお目に

かかることができる会になりました。このような状況

ですが、工夫して実際にお会いする会議もできるよう

になると良いと思った会議になりました。 

 

 

北九州クラブ例会 Zoom 参加報告 

利根川 恵子 

 

 
 

 7 月 17 日（金）19 時から「北九州クラブ 7 月キ

ックオフリモート例会」があり、川越クラブからは

吉野会長、松川副会長、利根川太郎と私の 4 名が参

加いたしました。例年ですと、西日本区大会や国際・

地域大会などで、年に一度くらいは直接お目にかか

れたのですが、今年はそれが叶わず、さみしく思っ

ていたところ、ズーム例会のお誘いがありました。

北九州クラブの絹川会長、曽我部直前会長、松田さ

ん、宮川さん、内藤さんのお顔を拝見し、お話ができ

たことに感謝しております。 

当日の例会では、最初に川辺直樹氏による、コロナ

禍における教育格差拡大への危惧とビデオ授業のメ

リット・デメリットなどの卓話があり、その後懇談

となりました。今後の交流について、北九州クラブ

は、北九州 YMCA 日本語学校の留学生支援に力を入

れているとの報告から、留学生が、東京方面に用事

がある時に、川越に足を伸ばす、就職・就学関係で情

報の収集・提供を支援するなどが協働の一環として

考えられことなどが話し合われました。これからも

緊密な連携で、DBC の関係が一層深まることを期待

いたします。 

なお、その次の一歩として、早速北九州クラブのメ

ンバーが川越クラブの 7 月例会にズーム参加してく

ださいました。 

 

Zoom 会議あれこれ 

利根川 恵子 

 

新型コロナウィルスの感染拡大で、2 月以来、国内

外の会議がほとんど Zoom で行われるようになりま

した。アースディも今年は Zoom での開催が決定し

ております。さらに、ワイズの国際レベルでは Zoom

の恩恵が顕著になっており、例えば、8 月 10日には、

私は、IBC 国際事業主任として、インド・バンガロ

ールクラブの例会で卓話をさせていただきました。

また、イギリス・キングウッドクラブ例会が毎週土

曜日にあり、彼らのモーニング・コーヒー・ミーティ

ングに楽しく参加させていただいています。国際議

会もアジア太平洋地域議会も Zoom で効率よく行わ

れています。今後、セーラム Y サービスクラブとの

ズーム例会が楽しみです。 



 

ＹＭＣＡ報告 

河合 今日子 

 

＜夏のプログラム開催中＞ 

埼玉 YMCA が毎年行っている夏のプログラムです。 

すでに終了したプログラムもありますが、まだ参加

可能なものもあります。 

 

成人英会話は大募集中です。ぜひご参加ください。 

 

＜Amazon Future Engineer 2020 

プログラミングクラス指導者研修について＞ 

2019 年度よりスタートしましたアマゾンジャパン

社と、ライフイズテック社との協働プロジェクト、 

「誰もがテクノロジーで未来を変えられる」の 2020年

度プロジェクトがスタートしました。 

今回、埼玉 YMCA から近山、布目がそのプロジェクト

の一つである標題の研修に参加しました。 



 

いつもは子どもたちに指導する側の二人が、今回は

全国の YMCA の仲間と共に HTML、CSS の２つの言語を

利用してオリジナル WEBサイト作成したり、小学校高

学年から中高生を対象に、プログラミングの基礎から

その先の可能性の提示まで指導できるための技術と

教え方、ファシリテーション等を学びました。 

5 日間の研修を通して、近山は「プログラミングと

いう 1つのツールで子どもたちが自分の新たな可能性

に気づいたり、自己表現の方法を身につけたりと 

世界が広がるな」と感じたそうです。今後子どもた

ちとどんなことができるのか、わくわくしていますが、

その可能性も含めて、川越ワイズの方々からのご意見

も伺いたいと思っています。ぜひ例会でお話しさせて

ください。 

 

＜ポジティブネット募金のお願い＞ 

７月の例会にて総主事よりお話させていただきま

したポジティブネット募金についてチラシを添付い

たしました。 

日本各地の YMCAの経営状態が厳しい状況下にあり、

埼玉 YMCA も大変厳しい状況ですが、その上でこの募

金活動に取り組み、地域で必要とされる支援に役立て

ていきたいと思っています。詳細は、添付のチラシを

ご覧ください。皆様のご支援をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜８月の川越センター開館時間について＞ 

例年では８月中は通常クラスは休講、放課後等デイ

サービスの特別クラスのみを行ってきましたが、今年

は、小中学校の夏休みが短縮されたため、通常通りの

クラスを行っています。 

川越センターは、夏期休館なくこれまで通りの開館

日となっております。どうぞお気軽にご来館ください。 

 

 

 

 



 

その他連絡事項 

利根川 太郎 

 

1. 高橋直子さんからご寄付をいただきました。 

７月例会で卓話「川越イモ・紅アカ金時」の

お話をしていただきました高橋直子さんから

川越ＹＭＣＡにご寄付をいただきました。 

高橋さんは、川越ワイズメンズクラブがチャ

リティで販売する「紅赤いも」の協力農家です。 

たいへんお世話になっている高橋さんから

のご厚意を大切に使わせていただきます。 

2. チャリティ「川越イモ紅アカ金時」チラシの東

日本区ホームページ掲載 

２０２０年度の川越ワイズメンズクラブチ

ャリティ「川越イモ紅アカ金時」のチラシと申

込用紙を東日本区のホームページに掲載して

いただきました。 

地域奉仕・Ｙサ事業主任の小原史奈子さんか

らご提案があり実現しました。 

3. セーラムクラブとの Zoomミーティング 

 セーラムからも前向きの返事をいただきま

した。川越クラブの皆さんが集まった際に、

Zoom でつなげるように工夫したいと思います。

集音マイクがあれば、会議と会議や個人をつな

ぐミーティングが可能だと思います。 

 

編集後記 

利根川 太郎 

 

 川越クラブのブリテン 8 月号をお届けします。川

越クラブも 5 月から Zoom によるネットミーティン

グで例会を再開し、6 月からは実際に川越ＹＭＣＡ

に参集しての例会を行っています。 

 このところまた感染が大きく拡大しているので、

不安はありますが、できる限り皆さんとお目にかか

っての例会が続けられるように願っています。 

 セーラムクラブとの Zoom による交流も前向きに

進められています。このコロナ禍でもそこから得ら

れた新しい方法で、広く世界と繋がっていけると良

いと思います。 

 


